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少年労働者の実態 : 沼津・三島地域における調査
報告
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５９分以下 鞠､時間以± 堂ったく不定で平均しても意味がない８時間 計年少労働者の実態
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第33表勤務時間が守られているか（学歴別・性別）
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質問「あなたの勤務時間についておたずねv､たします。勤務時間は
はっきりきまっているでしょうか」
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が、労働時間が不安定な
部類にはいろう。
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勤務時間は
第34表余暇時間における集団（学歴別．性別）
|灘|鱗蕎|鯛’ その他｜回磐なし｜合計 年少労働者の実態
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いっしょに時間をすごすことがあり童すか。そうv､う友だち仲間な
どのグループ・はつぎのどの種類に属しますか｣、
第35表余暇時間における活動内容(学歴別・性別)実数・いくつ答えてもよい
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質問「あなたはひ蚕なとき（仕事達してv､ないとき）友だち仲間など
とｖ､っしょに時間をすごすことがありますか。主としてなにをいっ
しょにしますか」
成質ううもらとやつそ容の余るささ問･てのととるしれの活暇｡れ
れがこみをや、人よ】匿う動時そて
た構のよ問る彼ぴにいち内間のぃ
七六さ
が
規
定
のは、Ａ・
Ｈ君が、友だちと雑談をしても、あそび関係の話題をえらび、仕事関係の話題をさけると述べたこと、および、Ｙ・
Ｋ君、Ｍ・Ｔ君などの労働過程についての関心にかんする意見を参考にしている。
いっしょに余暇をすごす人びとについて、「そういう友だち、仲間などのグループは、つぎのどの種類に属します
か」という質問には、「職場の友だち・仲間」が六○％ともっとも多い。つぎが「学校時代の友だち」で一三％とな
る（第一一一四表）。表は省略するが、企業規模が小さくなるほど、この「学校時代の友だち」の比率がたかまる。いっし
ょにやる活動内容については、実数の表をかかげるにとどめる（第一一一五表）。
八附記ｖこの調査は、昭和三七・三八年度文部省試験研究「産業の高度化と労働者生活の変化」によってなされたものである。
調査は共同調査であるが、本報告は、三溝⑯副田によって書かれた。執筆分担は、第一節、第二節が一一一溝、第三節、第四節が
副
田
と
な
っ
て
い
る
。
年少労働者の実態
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